
世界法学会研究大会のご案内

2021年₄月₁日

世界法2021年度研究大会を次のとおり開催いたします。万障お繰り合わせのうえ、ご出
席くださいますようご案内申し上げます。なお、本大会は例年と異なる開催方法であるた
め、不確定な要素が多く、時間や実施方法について予定を変更する可能性もあるかと存じ
ます。その詳細につきましては、学会ホームページ（http://www.jawl.jp/）にて随時ご確
認ください。

世界法学会理事長 植 木 俊 哉

記

日 時：2021年₅月22日（土） 13時〜 （アクセス開始 12時45分〜）

場 所：�Cisco�Webex�Meetings によるオンライン形式にて開催 �
報告音声、資料をあらかじめ研究大会特設ページに設置するオン
デマンド形式を併用しますので、事前にご利用下さい（研究大会
特設ページのパスワードは裏面に記載）。

統一テーマ：部分秩序をめぐる攻防と人類的課題

総 会（13時〜13時30分）

第₁セッション（13時30分〜14時10分）

� 座長 関西大学教授 西 平 等

報告₁：EU�の世界経済秩序構想

� 京都大学教授 濵 本 正太郎

報告₂：アジア・アフリカからみる国際刑事裁判秩序

� 金沢大学教授 稲 角 光 恵

第₂セッション（14時40分〜15時20分）

� 座長 名古屋大学教授 小 畑 郁

報告₁：「人類運命共同体」構想と国際エネルギー秩序の変革（公募報告）

� 小樽商科大学准教授 張 博 一

報告₂：一帯一路構想による新地域秩序の形成

――国際法の機能と挑戦をどう捉えるべきか――

� 駒澤大学教授 王 志 安



第₃セッション「個別報告」（15時50分〜16時30分）

� 座長 南山大学教授 洪 恵 子

報告₁：世界秩序からみた米国による金融制裁

――対イラン制裁法の域外適用を巡る実効性と正当性の相克――

� 神戸大学教授 竹 内 真 理

報告₂：国家管轄権の域外適用をめぐる応酬と法形成

――新たな視座からのシベリア・パイプライン事件の評価――

� 法政大学教授 森 田 章 夫

懇親会 （17時〜18時）オンライン形式にて開催予定

�
＊今回の研究大会は�Cisco�Webex�Meetings�によるオンライン形式にて開催いたします。報告音声、資料をあら
かじめ学会ホームページに設置するオンデマンド形式を併用します。
＊学会ホームページ（http://www.jawl.jp/）に2021年度研究大会特設ページを開設しています。この特設ページ
には、下記のパスワードを入力して、お入りください。パスワードを非会員に伝えることはお控えください。

パスワード JAWL2021jp
＊特設ページには、研究大会当日の�URL、報告音声、レジュメ、資料、総会の資料をアップロードします。
＊�研究大会終了後にオンラインにて懇親会を開催する予定です。会費は不要です。詳細につきましては、上記特
設ページにてご案内申し上げます。
＊2021年度会費（4000円）は、同封の振替用紙にてお納めください。
＊学会名簿作成のため、ご所属やご連絡先に変更のあった場合には、上記特設ページ内にある「所属・連絡先変
更フォーム」にてお知らせいただくか（研究大会終了まで）、学会事務局（info@jawl.jp）宛てにご連絡くださ
い。
＊今回、非会員による傍聴は認めないこととしていますので、周囲に入会を希望される方がいらっしゃいました
ら、事務局宛てに₄月23日（金）必着にて入会申込書を郵送（〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 岡山大学
法学部気付 世界法学会事務局）、あるいは、メール添付（info@jawl.jp）にてお送りくださるよう、お勧め下
さい。入会申込書は学会ホームページ（http://www.jawl.jp/）からダウンロードできます。

以上




